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手抜きでやりがちなミス例。
「こんなパンフットを作りました」だけならいいけれど・・・

読めますか？
この二点もグラフの整理が悪くて説明不足、整理不足になった例。
読みやすくするためにはどうしたらいいかもっと工夫が必要です。
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•

ポリオウィルス 小児麻痺

•

コクサッキーウィルス 夏風邪症候群、髄膜炎

•

エコーウィルス 夏風邪症候群、髄膜炎、下痢

•

エンテロウィルス 手足口病、結膜炎

•

Ａ型肝炎ウィールス 肝炎、下痢、黄疸、発熱

•

Ｅ型肝炎ウィールス 肝炎、下痢

•

ロタウィールス 下痢、嘔吐、発熱、

•

アデノウィルス 咽頭結膜炎、胃腸炎、上気道炎

•

ＳＲＳＶ（ノロウィルス） 急性胃腸炎、下痢

右は棒グラフではなくてレーダーチャートがいいと思います。
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前ページの二点。一般の講習会用として使ってはいけません。
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これは、専門家用の資料の作り方です。
[image: image6.png]



これらも専門家用だと思います。
ＰＣＲ検査の詳細なんて、一般の講習会に本当に必要なんでしょうか？

左の表の内容が実践上必要でしょうか？
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ウイールスとウイルスの別なんて・・・何のこだわりなんだか・・・統一すべきでしょう？
提示すベき内容をもっと考えよう！
